
平成 28 年度（2016 年度） 

教科目名 電気機器工学Ⅱ (Electric Machinery & Apparatus Ⅱ) 

学科名・学年 ： 電気電子工学科 4 年 （教育プログラム 第 1 学年 ◎科目） 

単 位 数 な ど ： 必修 2単位 （前期 1コマ，後期 1コマ，授業時間 46.5時間） 

担 当 教 員 ： 石川誠司 

授業の概要 

３ 年生次 の電気 機器工学 Ⅰに引 き続き ，産業 界で 多く用 いられ ている交 流機器 につい て学ぶ ．

こ の 講 座 で は 同 期 電 動 機 や ， 同 期 発 電 機 と い っ た 同 期 機 の 動 作 原 理 お よ び ，工 学 実 験 に も 使 用

す る円線 図の描 き方を学 ぶ .また，誘 導電動 機の 動作原 理を学 ぶととも に，産業 界での 位置付け ,

現 在の回 転機の 作成方法 等につ いて学 ぶ . 

達成目標と評価方法                           大分高専目標(B2)，JABEE目標(d1④)(g) 
(1) 誘 導器産 業界で 多く用 いられ ている 機器だけ に，そ の動作 原理 ，構造 ，特 性等を よく理 解し，

等 価回路 等から 電圧・電 流・ト ルク特 性等が算 出出来 ること ．（定期 試験）  
(2) 実 際の産 業界に おいて 使われ ている 応用事例 の理解 が出来 ，将来 より 発展的 に応用 可能な理

解 力を修 得する こと．（ 定期試 験）  
(3) 演習を通して機器の性能を円線図で表せるようになる．（ 課題演 習）  
(4) 第 ２種電 気主任 技術者 レベル の問題 解決が出 来る能 力を養 う．（定期 試験）  

回 授  業  項  目 内 容 理解度の自己点検 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

誘導電動機の円線図 

第５章 

5.1 誘導 電動機 の原理  
5.2 誘導 電動機 の構造  
5.3 固定 子巻線 と起磁力  

5.4 多相 誘導電 動機の理 論   

と 等価回 路  

誘導電動機における円線図の描き方を学

ぶ． 

 

誘導電動機に関する，原理と開発の歴史，

回転磁界の発生，誘導電動機の種類，集中

巻,分布巻，分布短節巻の場合の起磁力，

二次誘導起磁力，二次電流，等価回路，等

価回路による特性の算定について学ぶ． 

【理解の度合い】 

8 前期中間試験  【試験の点数】   点 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

前期中間試験の解答と解説 

5.5 多相 誘導電 動機の特 性  
5.6 多相 誘導電 動機の運 転  
5.7 単相 誘導電 動機  

特 殊誘導 機  

 

誘導電動機に関する，速度，出力，力率，

効率，比例推移，各種誘導電動機の始動法，

逆転，速度制御法について学ぶ．また，単

相誘導電動機や誘導発電機,二相サーボモ

ータについても学ぶ． 

【理解の度合い】 

15 前期期末試験 

 

 【試験の点数】   点 

 前期期末試験の解答と解説   

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

第４章 

4.1 同期発電機の原理 

4.2 電機子巻線と誘導起電力  
4.3 同期発電機の構造  
4.4 同期発電機の特性 

 

同期発電機に関する，交流起電力の発生，

局数と回転速度と周波数の関係，相数，集

中巻と分布巻，短節巻きの起電力，構造，

電機子反作用，ベクトル図，出力と負荷角，

特性曲線，電圧変動率について学ぶ． 

【理解の度合い】 

23 後期中間試験  【試験の点数】   点 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

後期中間試験の解答と解説 

4.5 同期 機の励 磁方式  
4.6 同期発電機の並行運転 

4.7 同期電動機の特性 

同期機の乱調と安定度 

 

同期機の各種励磁方式，乱調と安定度につ

いて学ぶ．また，同期発電機の並行運転と

その条件について学ぶ．さらに，同期電動

機の動作原理，特性，始動法について学ぶ． 

【理解の度合い】 

30 後期期末試験  【試験の点数】   点 

 後期期末試験の解答と解説   

履修上の注意 
本講座は同時期に行う工学実験と非常に深く関係している.そのことを

踏まえて理解していってもらいたい. 
【総合達成度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合評価】    点 

教 科 書 野 中作太 郎，電 気機器 (Ⅰ )， (Ⅱ ) 森北出 版  

参 考 図 書 電気学会 電気機器 オーム社 

自学上の注意 本講座では教科書以外の内容も板書するので，講義内容を書くこと 

関 連 科 目 
電 気機器 工学Ⅰ ,パ ワーエ レクト ロニク ス ,制御工 学Ι，  
発 変電工 学 ,送配電 工学 ,高電 圧工学 ,電 気設計 , 
シ ステム 工学， 電気法規  

総 合 評 価 

達 成目標 (1)～ (4)につい て，４回 の定期 試験で評 価する ． 
総 合評価 ＝（４ 回の定期 試験の 単純平 均）  
総 合評価 が 60 点以 上を合 格とす る  

なお,特別な理由がない限り再試験は行わない. 

 


